
平成２７年青森県人口動態統計(概数)の概況
＜概要版＞

調査結果のポイント

１ 自殺者数・自殺率 過去最多の平成１５年から半減

自殺者数 Ｈ２６： ２７０人 → Ｈ２７： ２６７人（▲３人） 自殺率 Ｈ２６： ２０．５（１２位） → Ｈ２７： ２０．５（１０位） （同数）

（※Ｈ１５： ５７６人）

２ 合計特殊出生率 ３年連続で上昇

Ｈ２５：１．４０（３７位） → Ｈ２６： １．４２（３６位）（０．０２ポイント増） →  Ｈ２７： １．４３（３６位） （０．０１ポイント増） ※全国平均Ｈ２７： １．４６

３ 死亡数・死亡率 死亡総数は増加
死亡総数 Ｈ２６：１７,０４２人 →    Ｈ２７：１７，１４９人（１０７人） 死亡率 Ｈ２６：１２．９（７位） → Ｈ２７：１３．１（５位）
○悪性新生物による死亡数 Ｈ２６： ５,００２人 → Ｈ２７： ５,０３５人（３３人） 死亡率 Ｈ２６：３７９．５（２位） → Ｈ２７：３８５．８（２位）
○心疾患 Ｈ２６： ２,５８４人 → Ｈ２７： ２,５８２人（▲２人） 死亡率 Ｈ２６：１９６．１（１３位） → Ｈ２７：１９７．９（１２位）
○肺炎 Ｈ２６： １,７４２人 →    Ｈ２７： １,７６５人（２３人） 死亡率 Ｈ２６：１３２．２（７位） →     Ｈ２７：１３５．２（５位）
○脳血管疾患 Ｈ２６： １,７４６人 →    Ｈ２７： １,７０４人（▲４２人） 死亡率 Ｈ２６：１３２．５（６位） →     Ｈ２７：１３０．６（６位）

４ 乳児・新生児・周産期死亡率(５年単位比較) 長期的には減少傾向

乳児死亡率 新生児死亡率 周産期死亡率

平成１８～２２年 ２．６５ １．５８ ５．０３

平成２３～２７年 ２．１６（▲０．４９） １．１３ （▲０．４５） ３．７９ （▲１．２４）



○自殺者数は過去最多の平成１５年から半減

・平成２６年：２７０人 → 平成２７年：２６７人（▲３人）
・平成１５年（本県の自殺者が過去最多）：５７６人 → 平成２７年：２６７人（▲３０９人、▲５３．６％）
・４０～６４歳男性が、平成１５年の２７６人 → ９３人（▲１８３人）に減少
・自殺率（人口１０万対）平成２６年：２０．５ → 平成２７年：２０．５（同数、全国１２位→１０位）

【県の取組】
１ 心のヘルスアップ事業

・青森県自殺対策連絡協議会の開催
（県内関係機関及び庁内関係部局との連携強化）

２ 自殺対策重点化事業

(1) ゲートキーパーの輪を広げよう強化事業
・ゲートキーパーの育成

(2) モデル市町村における高齢者うつスクリーニング事業
・モデル市町村を選定し、高齢者のうつスクリーニングを実施

(3) 自殺未遂者支援対応力向上事業
・モデル地区での支援モデルの構築

(4) 自殺対策基盤強化
・県及び各保健所における官民連携協働会議の実施
・民間団体ネットワークの活動充実
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○合計特殊出生率が３年連続で上昇

・平成２５年：１．４０ → 平成２６年：１．４２（０．０２ポイント増） → 平成２７年：１．４３（０．０１ポイント増）

【県の取組】
１ あおもり出会い協働プロジェクト事業＜28新規＞
・民間と協働での結婚応援や、結婚したい男女の出会いの
場づくりを推進

２ 特定不妊治療費助成事業
・特定不妊治療を受ける夫婦への経済的支援として、治療費
を一部助成

３ 満足度の高い保育環境推進事業
・保育所や認定こども園等において体調不良児を一時的に
保育するためのスペースを確保するための改修整備や、
職員が病児保育研修等に参加するための代替職員雇上
経費を補助

４ 家庭福祉対策教育支援貸付事業＜28新規＞
・大学進学にあたり必要となる入学金等の一時的費用の捻出
が困難な世帯や、児童養護施設入所児童等に対し奨学金を
貸付
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○死亡総数は増加

死亡総数平成２５年：１７，１１２人 → 平成２６年：１７，０４２人（▲７０人） → 平成２７年：１７，１４９人（１０７人）
・うち悪性新生物 平成２６年： ５，００２人 → 平成２７年： ５，０３５人（３３人）

心疾患 平成２６年： ２，５８４人 → 平成２７年： ２，５８２人（▲２人）
肺炎 平成２６年： １，７４２人 → 平成２７年： １，７６５人（２３人）
脳血管疾患 平成２６年： １，７４６人 → 平成２７年： １，７０４人（▲４２人）

・死因は①悪性新生物②心疾患③肺炎④脳血管疾患の順 ４死因で全体の６４．７％を占める

【県の取組】
１ 健やか力総合推進事業

(1) 健康づくりのための基盤整備事業
・「健やか力推進センター」を活用し職域における
健康リーダーを養成

(2)「健やか力」応援事業
・働き世代を対象にウォーキング実践や、バランス
の良い食事の普及を行う

(3) 煙からマモル環境整備事業
・若者の禁煙サポートや、受動喫煙防止対策への
意志表示カードを作成する

２ がん登録データの活用によるがん検診精度
管理モデル事業＜28新規＞
(1) がん登録データの活用
・地域がん登録データとがん検診データの
突合及び突合結果の調査・分析

(2) がん検診の精度管理研修会
・市町村に対し、がん検診の精度管理のため
の技術的支援を行う研修会を実施
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○乳児・新生児・周産期死亡率は長期的には減少傾向

平成１８～２２年 平成２３～２７年
乳児死亡率 ２．６５ → ２．１６ （▲０．４９）
新生児死亡率 １．５８ → １．１３ （▲０．４５）
周産期死亡率 ５．０３ → ３．７９ （▲１．２４）
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【県の取組】
１ 青森県立中央病院総合周産期母子医療センター
（平成１６年１０月から稼働開始）を中心とした「青森
周産期医療システム」の運用
・総合周産期母子医療センター、地域周産期母子医療セン
ター及びそれに準じる施設を中心とした周産期医療体制によ
る、２４時間対応可能な周産期の救急対応
・新生児搬送や新生児集中治療管理室（ＮＩＣＵ）の後方支援
病室確保も含めた新生児医療の提供が可能な体制

２ ハイリスク妊産婦への支援強化
・周産期母子医療センターから遠方にあるハイリスク妊産婦
が早期から安心して治療を受けられるよう、交通費等の支援
体制を整備
・総合周産期母子医療センター（県立中央病院）を利用する患
者・家族のための待機宿泊施設（ファミリーハウスあおもり）の
施設機能の充実
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